　「Honor Among Thieves」訳本

　「盗賊で名を上げるぜ」

　著者：ScribのArnie
　何人ものファンが、こう尋ねてくる。「Arnie、どうやったら、アンタみたいにイカした悪党になれるんだい？」

　そこで、俺は答えるのさ。「ギルドに入って、ダチを作って、どっかのグループに潜り込むんだな」

　「でも、どういう奴が入れるんだい？」連中は尋ねる。

　俺たちは、商売をやってる他の何かしらのギルドと全くもって似たようなもんだ。俺たちには、要求されるものも在れば、もしも昇進したいってんなら、それに見合った基準も在る。
　機敏で身軽でなくちゃいけない。見つからずに動けなくちゃならない。警備、つまり、錠とか罠（の避け方）とかを知っていなくちゃならない。身を守れなくちゃならない。機敏に身軽に動けて、ダガーや短剣みたいな軽い武器を持っていなくちゃならない。殴り合いが嫌なら、射撃用の武器――弓、クロス・ボウ、手裏剣、ダーツ――を持っていなくちゃならない。動き続けるためには、身軽に動き続けるためには、軽鎧を着ていなくちゃならない。
　なんでメンバーになるかって？　簡単さ。みんなダチが必要なんだよ。
　ダチからの手助けには、情報というのが在る。盗賊ギルドのお前のダチたちは、どこでアクションを起こしたら良いのか、どこだったら安全で、どこだったらそうじゃないのかを知ってる。ダチからの手助けには、休憩する場所とか、必需品とサービス――商売道具とトレーニング――を買うための場所というのが在る。ダチからの手助けには、衛兵を買収するための品が割引で得られるというのが在る。つまり、盗賊の仲間内で、名を上げ易いところってことだな。ダチは、刺し合いもするが、助け合いもするのさ。
　「でも、抗争の具合はどうなってるのさ？」俺のファンたちは尋ねる。

　その抗争ってのは、Camonna Tongのことだ。しかし、連中のところには入っちゃいけないぜ。なぜって、連中はお前を欲しがってないんだからな。これは余所者についての話だが、連中は、あいつらを皆殺しにしたいと思ってるのさ。だから、お前の野望とやらが殺されることじゃない限り、連中のところには入っちゃいけないんだぜ。
　それに、Camonna Tongの連中は悪人だ。Camonna Tongは人殺しも厭わない。いやはや、連中は人殺しが好きなのさ。それに比べて、盗賊ギルドは、人殺しは悪い事だと考えてる。お前も善人になりたいだろう、なあ？　だったら、盗賊ギルドに入って、決して、決して、Camonna Tongに近づくんじゃないぜ。
　さて、入りたいと思ったとして、でも、どこを覗いてみたら良いだろう？
　盗賊になるというのは、戦士になるというのとは違ったものだ。ただ近所のギルド会館に行ったって駄目だぜ。盗賊ギルドにギルド会館は無いからな。でも、盗賊たちは、そのダチが居るところを好むものさ。それじゃあ、どこに、そのダチは居るのか？　地元の酒場とか商店とか。Vvardenfellだったら、Balmora・Ald'ruhn・Sadrith Mora・Vivecの外来区〔Foreign Quarter〕でダチを探すんだな。
